
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-SH7-A533A/J Rev.  第１版 

題
名 

32バッファ HCAN、64バッファ HCAN-II  
使用方法の制限事項 情報分類 技術情報 

対象ロット等 
適
用
製
品 

SH7055F 
SH7058F 全ロット 

関連資料 

SH7055F-ZTAT ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾏﾆｭｱﾙ 
(ADJ-602-183C  第 4 版) 
SH-2E SH7058F-ZTAT ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾏﾆｭｱﾙ  
(RJJ09B0019-0200H  Rev.2.00) 

 

SH7055Fは 2チャンネルの HCAN、SH7058Fは 2チャンネルの HCAN-IIを内蔵しており、2種類の 

使用方法があります。 

 

SH7055F： 

(a) 2 チャンネルの 16バッファの HCAN 

(b) 1 チャンネルの 32バッファの HCAN 

SH7058F： 

(a) 2 チャンネルの 32バッファの HCAN-II 

(b) 1 チャンネルの 64バッファの HCAN-II 

 

 

SH7055F/SH7058F共に使用方法(b)で使用上の注意事項があります。 

１．CANバスに他ノードを接続しない状態でメッセージ送信した場合、ACKエラーが発生しません。 

例として上図の ch0からメッセージを送信した場合、ACKフィールドで ch1が ACKを送信するため 

です。ch1は CANバス上のメッセージを受信しており、CANプロトコルに従いACKフィールドで 

ACKを送信し、その ACKを ch0が受信します。 

対応方法は、メッセージを送信しない chをリセット状態（MCR0=1 設定）にしてください。 

これにより、メッセージを送信しない chから ACKを送信しません。 

２．送信順位を決定する内部アービトレーションは、それぞれ ch0と ch1で独立に実施します。 

送信可能バッファは、HCANが 15バッファ/ch、HCAN-IIが 31バッファ/chありますが、HCANは 

30バッファ、HCAN-IIは 62バッファの範囲で内部アービトレーションは実施しません。 

３．同一送信メッセージ IDを ch0と ch1に設定しないで下さい。 

CANバス上でのアービトレーション実施後、2つの chからメッセージを送信することになります。 

以上 

 

HCAN/HCAN-II 
ch0 

 
(HCAN:16buffer) 

(HCAN-II:32buffer) 

 

HTxD0 

HRxD0 

HTxD1 

HRxD1 

PL10 

PL11 

HCAN/HCAN-II 
ch1 

 
(HCAN:16buffer) 

(HCAN-II:32buffer) 


